
原子力を巡る海外動向 
 

平成 11 年 10 月７日 
 

◆世界概観 
エネルギー需要 
産業革命以降のエネルギー需要の急増 
世界人口の増加 
２０００年約６０億人→２０２０年約８０億人 
３２の国と地域で原子力発電を利用 
世界で運転中の発電用原子炉：４２２基(1998 年 12 月末現在) 
世界の原子力発電設備容量：約３億６千万 kＷ(1998 年 12月末現在) 
世界の原子力発電電力量：約２兆３千億 kＷh(1998 年実績) 
(総発電電力量の約１６％) 

◇西欧 
規制緩和と電力自由化 
ＥＵ単一市場化(ＥＵ電力指令) 
国際的送電網の整備(西欧系統、北欧系統) 
天然ガスパイプライン網の整備 
(３大供給源：北海、西シベリア、北アフリカ) 
仏独による欧州加圧水型炉(ＥＰＲ)の開発 
緑の党との連立政権 
再生可能エネルギー 
地球温暖化防止 

◇北米 
規制緩和と電力自由化 
原子力発電所の運転寿命延長と早期閉鎖 
原子力発電所の買収及び原子力発電会社の合併 
原子力研究開発の活性化の兆し 
使用済燃料の直接処分と中間貯蔵 
米国解体核の処理処分 
再生可能エネルギー 
地球温暖化防止 

◇旧ソ連・東欧 
エネルギー不足 
資金不足 



旧ソ連製原子力発電所の安全性 
ロシア解体核の処理処分 

◇アジア 
原子力発電所の建設 
通貨危機 
経済回復の兆し 
核不拡散 
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